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八
月
十
五
日
は
、
ほ
ん
と
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
終
戦
記
念
日
？
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報 恩 講 勤 修

　
今
年
も
ま
た
、
八
月
十
五
日
が
や
っ
て
く
る
。「
こ
の
日
は
何
の
日
で
す
か
？
」
と

問
え
ば
、
大
多
数
の
方
が
、【
終
戦
記
念
日
】
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
毎
年
政
府
主
催

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
、
天
皇
・
皇

后
も
出
席
し
て
開
催
さ
れ
る
。
近
年
遺

族
の
高
齢
化
が
進
み
、
戦
争
の
記
憶
も

徐
々
に
風
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
我
々
日
本
人
に
は
、
一
九
三
一
（
昭

和
六
）
年
の
満
州
事
変
か
ら
、
一
九
四

一
（
昭
和
一
六
）
年
の
真
珠
湾
攻
撃
に

始
ま
る
「
太
平
洋
戦
争
」
の
終
結
し
た

日
と
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
「
太
平
洋
戦
争
」
と
言
う
呼

び
名
に
し
て
も
、
戦
後
の
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
が
、
当
時
の
日
本

側
の
正
式
名
称
で
あ
っ
た
「
大
東
亜
戦

争
」
を
「
太
平
洋
戦
争
」
へ
強
制
的
に

書
き
換
え
さ
せ
る
検
閲
に
よ
っ
て
定
着

し
た
名
称
で
あ
る
事
は
、
意
外
に
も
知

ら
れ
て
い
な
い
。

　
京
都
大
学
の
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
研
究

室
の
佐
藤
卓
己
（
さ
と
う
た
く
み
）
氏
の

著
書
『
八
月
十
五
日
の
神
話
　
終
戦
記

念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
（
ち
く
ま
新
書
）

に
は
、
な
ぜ
こ
の
八
月
十
五
日
が
、
大
多

数
の
日
本
人
に
、
常
識
と
し
て
【
終
戦
記

念
日
】
と
し
て
根
付
い
て
し
ま
っ
た
経

緯
を
、
詳
細
な
資
料
を
駆
使
し
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、「
八
月
十
五
日
＝

終
戦
記
念
日
」
は
何
ら
必
然
性
の
あ
る

も
の
で
は
な
い
。
歴
史
的
事
実
を
述
べ

れ
ば
、
八
月
十
四
日
に
、
米
英
に
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
受
諾
を
通
告
し
て
「
大
東
亜
戦

争
終
結
ノ
詔
書
」
が
書
か
れ
、
玉
音
放
送

が
録
音
さ
れ
た
の
も
こ
の
日
で
あ
る
。

大
本
営
が
陸
海
軍
へ
停
戦
命
令
を
だ
し

た
の
は
八
月
十
六
日
。（
実
際
に
は
、
中

国
大
陸
で
は
九
月
中
旬
。
南
方
で
は
さ

ら
に
長
い
期
間
停
戦
降
伏
し
な
か
っ
た

部
隊
も
あ
っ
た
）
更
に
対
戦
国
の
ア
メ

リ
カ
初
め
多
く
の
国
で
は
、
東
京
湾
に

入
港
し
た
米
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
の
甲
板

で
の
降
伏
文
書
（
休
戦
協
定
に
相
当
す

る
）
に
、
内
閣
を
代
表
し
て
重
光
外
相
、
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大
本
営
代
表
の
梅
津
参
謀
総
長
が
乗
り
込

み
調
印
し
、
連
合
国
各
国
代
表
が
受
領
確

認
し
た
九
月
二
日
を
、
「V

i
c
t
o
r
y
 
o
v
e
r

J
a
p
a
n
 
D
a
y

」
（
対
日
戦
争
記
念
日
）
と

し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
も
日
本

軍
の
武
装
解
除
の
日
、
す
な
わ
ち
九
月
を

終
戦
と
し
て
い
る
。

　
八
月
十
五
日
と
い
う
日
は
、
前
日
に
録

音
さ
れ
た
天
皇
に
よ
る
「
終
戦
の
詔
書
」

朗
読
が
日
本
国
民
向
け
て
ラ
ジ
オ
放
送
さ

れ
た
日
で
し
か
な
い
。
と
、
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
の
通
り
で

あ
る
。

　
下
世
話
な
話
で
申
し
訳
な
い
が
、
生
命

保
険
の
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
に
、
生
命
保
険

の
契
約
を
申
し
込

ん
だ
だ
け
で
は
、

契
約
が
成
立
し
な

い

と

同

様

に

、

「
終
戦
日
」
と
し

て
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
、
休
戦

協
定
が
結
ば
れ
た

九
月
二
日
で
あ
る

事
を
初
め
て
知
っ

た
。

た
日
の
八
月
十
五
日
が
日
本
人
に
と
っ

て
「
終
戦
記
念
日
」
の
神
話
に
な
り
得
た

の
か
？
こ
の
事
に
つ
い
て
も
、
佐
藤
氏

は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
事
実
を
提
示

さ
れ
て
い
る
。

　
佐
藤
氏
は
、
こ
う
し
た
神
話
形
成
に

ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
寄
与
が
大

き
い
。
ラ
ジ
オ
は
、「
内
容
を
伝
え
る
」
活

字
メ
デ
ィ
ア
と
異
な
り
、「
印
象
を
表
現

す
る
」
特
性
が
強
い
。
玉
音
放
送
の
際

も
、
人
々
は
「
内
容
」
よ
り
「
印
象
」
に

集
中
し
、
そ
の
「
印
象
」
が
神
話
形
成
を

後
押
し
し
た
。
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
天
皇
に
よ
る
朗
読
の
部
分
、

す
な
わ
ち
「
印
象
」
の
部
分
だ
け
で
、
解

説
の
部
分
、
つ
ま
り
「
内
容
」
の
部
分
は

す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
「
皆
様
御
起
立
を
願
い
ま
す
」
で
は
じ

ま
る
玉
音
放
送
は
「
儀
式
」
と
し
て
の
性

格
を
持
っ
て
い
た
。
儀
式
へ
国
民
全
体

で
参
加
し
た
、
と
い
う
直
接
的
な
感
覚

こ
そ
が
、「
集
合
的
記
憶
」
と
し
て
人
々

に
残
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事

を
増
幅
・
強
化
し
た
の
が
当
時
の
新
聞
、

雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

　
更
に
佐
藤
氏
は
、
日
米
で
歴
史
史
観

の
違
い
と
で
も
言
う
の
か
、
ア
メ
リ
カ

側
で
は
、
日
本
の
「
対
米
覚
書
」（
最
後

通
牒
）
に
よ
っ
て
戦
争
が
開
始
さ
れ
、
降

伏
文
書
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
文
書
主
義

的
歴
史
観
で
あ
る
。
反
対
に
日
本
で
は
、

彼
の
十
二
月
八
日
の
あ
の
有
名
な
「
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
・
・
大
本
営

陸
海
軍
部
発
表
・
・
本
八
日
未
明
西
太
平

洋
に
於
い
て
・
・
米
英
と
戦
闘
状
態
に
。
。

云
々
」
の
ラ
ジ
オ
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
放
送

で
、
戦
争
は
始
ま
り
、「
朕
、
思
う
に
・
・

忍
び
が
た
き
を
忍
び
・
・
・
」
で
終
わ
っ

た
。
謂
わ
ば
音
声
主
義
的
に
歴
史
が
語
ら

れ
て
い
る
と
、
誠
に
興
味
深
い
事
実
を
提

示
さ
れ
て
い
る
。

　
山
折
哲
雄
氏
の
「
日
本
の
「
宗
教
」
は

ど
こ
へ
い
く
の
か
」（
角
川
選
書
四
九
七
）

に
は
、
こ
の
佐
藤
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

事
実
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
八
月
十
五

日
が
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
「
盂
蘭
盆
」
の

仏
事
の
先
祖
供
養
の
日
付
と
重
な
っ
て
、

戦
場
で
散
っ
た
英
霊
達
の
祖
国
帰
還
を
祈

り
、
そ
の
無
念
の
思
い
を
慰
藉
（
い
し
ゃ
）

し
、
追
悼
す
る
国
民
感
情
に
融
合
し
て
、

自
ら
の
先
祖
の
霊
。
即
ち
「
祖
霊
」
と
同

様
に
、
戦
歿
者
を
「
英
霊
」
と
し
て
受
け

入
れ
る
新
た
な
「
記
念
日
」
と
し
て
日
本

人
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。

　
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
な
る
も
の

　　
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
戦
後
し
ば
ら
く
は

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
等
で
も
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
受
諾
の
日
で
あ
る
八
月
十
四
日
が

終
戦
の
日
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
占

領
終
了
後
、
終
戦
十
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
一
九
五
五
年
ご
ろ
か
ら
八
月
十

五
日
に
放
送
さ
れ
た
「
玉
音
放
送
」
の
神

話
化
さ
れ
は
じ
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
前
年
の
一
九
六
三
年
、
第
二
次
池
田
勇

人
内
閣
で
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
実
施
要

綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
、
こ
の
八
月
十

五
日
が
法
的
に
終
戦
記
念
日
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
八
月
十
五
日
と
終
戦
記
念
日
の

結
び
つ
け
は
根
拠
が
な
い
だ
け
で
な
く
、

歴
史
も
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
何
故
に
、「
玉
音
放
送
」
の
な
さ
れ
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が
、「
世
界
標
準
」
か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
意

味
を
持
ち
得
な
い
記
念
日
で
あ
る
と
言
う

衝
撃
的
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
、
ふ
と

こ
う
し
た
現
実
は
、
我
々
日
本
人
の
過

去
・
現
在
の
事
象
に
つ
い
て
も
、
珍
し
い

現
象
で
は
無
い
の
で
は
な
い
の
か
？
そ
ん

な
思
い
が
脳
裏
を
過
ぎ
っ
た
。

　
　
　
　
　
※
　
※
　
※

　
我
々
が
日
頃
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
『
親

鸞
聖
人
』
の
生
涯
に
つ
い
て
も
、
親
鸞
聖

人
の
娘
の
覚
信
尼
の
孫
に
あ
た
る
、
覚
如

（
か
く
に
ょ
）
が
作
成
し
た
『
親
鸞
伝
絵
』

（
し
ん
ら
ん
で
ん
ね
）
に
出
典
を
も
と
め

て
語
る
事
が
多
い
。
親
鸞
聖
人
は
全
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
自
分
の
事
を
語
っ
て

い
な
い
。
明
治
の
近
代
歴
史
学
の
聡
明
期

に
は
、
親
鸞
と
言
う
宗
教
家
の
存
在
す

ら
、
教
団
が
捏
造
し
た
架
空
の
人
物
で
あ

る
と
、
ま
こ
と
し
や
か
に
言
わ
れ
い
た
。

こ
の
争
論
に
決
着
を
つ
け
た
の
が
、
大
正

十
年
冬
、
西
本
願
寺
の
蔵
か
ら
、
恵
信
尼

晩
年
の
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
か
ら
文

永
五
年
（
一
二
六
八
）
ま
で
の
十
二
年
間

に
、
末
娘
の
覚
信
尼
に
宛
て
た
手
紙
で

あ
る
『
恵
信
尼
文
書
』
十
数
通
の
発
見
で

あ
っ
た
事
は
、
既
に
『
浄
信
寺
寺
報
』
で

詳
述
し
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
八
月
十
五
日
が

法
的
に
終
戦
記
念
日
と
な
っ
た
の
は
、

戦
後
二
十
年
近
く
経
つ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
『
親
鸞
伝
絵
』
も
親
鸞
聖
人
が
亡
く

な
っ
て
三
十
三
年
後
に
作
成
さ
れ
た
。

か
な
ら
ず
し
も
親
鸞
聖
人
の
生
涯
を
正

確
に
記
述
し
た
も
の
と
は
、
言
い
難
い

側
面
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
の
事
に
つ
い
て
、
宗
教
学
者
の
島

田
裕
巳
（
し
ま
だ
ひ
ろ
み
）
氏
は
、『
浄

土
真
宗
は
な
ぜ
日
本
で
い
ち
ば
ん
多
い

の
か
』（
幻
冬
舎
新
書
）
の
な
か
で
、「
親

鸞
の
場
合
、
そ
の
実
像
が
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
く
、
反
対
に
虚
像
の
方
が
大

き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
開
祖

や
宗
祖
全
体
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

で
は
あ
る
が
、
親
鸞
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
に
そ
の
虚
像
が
ふ
く
ら
み
す
ぎ
て
い

る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
島
田
氏
の
論
旨
の
全
部
を

紹
介
で
き
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
真
宗
で

は
、
親
鸞
聖
人
三
十
五
歳
の
時
に
越
後

に
流
罪
に
な
っ
た
『
承
元
の
法
難
』（
一

二
〇
七
年
）
に
つ
い
て
、
大
胆
な
仮
説
を

提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
島
田
氏
に
よ
れ
ば
、
当
時
流
罪
の
対

象
と
な
っ
た
国
は
、
遠
流
（
お
ん
る
）・

中
流
（
ち
ゅ
う
る
）・
近
流
（
こ
ん
る
）
と

さ
れ
、
遠
流
の
地
は
、
伊
豆
・
安
房
・
常

陸
・
佐
渡
・
隠
岐
・
土
佐
と
さ
れ
て
い
た
、

法
然
上
人
は
土
佐
が
遠
流
の
地
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
た
。
越
後
は
、
遠
流
の
地

と
し
て
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
又
親
鸞

聖
人
が
流
罪
に
な
っ
た
と
言
う
事
を
証

明
で
き
る
資
料
は
、
真
宗
側
の
資
料
以

外
に
は
、
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
流
罪
に
つ
い

て
、
真
宗
の
学
者
が
根
拠
・
論
拠
と
し
て

い
る
『
教
行
証
文
類
（
き
ょ
う
ぎ
ょ
う

し
ょ
う
も
ん
る
い
）
』
の
後
序
記
述
に
つ

い
て
、

　
主
上
臣
下
、
法
に
背
き
義
に
違
し
、
忿

　
を
な
し
怨
み
を
結
ぶ
。・
・
・
中
略
・
・
・

　
罪
科
を
考
え
ず
、
あ
る
い
は
僧
儀
を

　
改
め
姓
名
を
た
も
う
て
遠
流
に
処
す
。

　
予
は
そ
の
一
な
り

に
つ
い
て
、【
そ
の
一
な
り
】
は
、
流
罪

に
な
っ
た
一
人
で
は
な
く
て
、
法
然
の

一
門
の
一
人
と
、
読
む
事
も
で
き
る
。
と

同
時
に
「
空
師
な
ら
び
に
弟
子
等
、
諸
方

の
辺
州
に
坐
し
て
五
年
の
居
諸
を
経
た

り
き
」
と
言
う
文
脈
も
、
島
田
氏
は
、「
こ

の
文
を
読
む
と
、
弟
子
等
の
中
に
親
鸞

自
身
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
親
鸞
聖
人
自

身
自
ら
流
罪
生
活
に
つ
い
て
は
、
全
く

述
べ
て
い
な
い
事
等
を
論
拠
に
、【
親
鸞

越
後
流
罪
】
を
遠
慮
が
ち
な
表
現
で
、
真

宗
側
が
創
作
し
た
虚
像
で
は
な
い
の
か

と
大
胆
な
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
親
鸞
聖
人
の
一

生
は
、
多
く
の
謎
に
み
ち
て
い
る
事
だ

け
は
確
か
で
、
聖
人
の
実
像
を
証
明
で

き
る
史
料
も
皆
無
で
あ
る
。

　
あ
る
意
味
で
は
、
島
田
氏
の
言
わ
れ

る
（
虚
像
の
親
鸞
）
そ
の
姿
こ
そ
が
、
宗

祖
と
し
て
の
威
厳
と
権
威
の
象
徴
と
し

て
、
真
宗
門
徒
の
中
で
、
長
く
伝
承
さ
れ

て
き
た
、
こ
れ
又
【
実
像
の
親
鸞
】
の
姿

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。



淨　　信　　寺　　通　　信

４

「笑う親鸞 : 楽しい念仏、歌う説教」

伊東 乾 著  河出書房新社 ￥ 2,100

［
要
旨
］

い
き
つ
く
と
こ
ろ
は
「
笑
い
」
。
親
鸞
が
浄
土
の
教
え
を
津
々
浦
々
に
広
め
よ
う
と
始

め
た
念
仏
、
和
讃
、
そ
し
て
説
教
…
そ
の
現
在
に
立
ち
会
い
、
新
し
い
法
要
造
り
に

参
加
し
た
著
者
が
、
現
代
の
心
の
置
き
所
を
親
鸞
に
見
出
す
魂
の
旅
。 伊東　乾 (イトウ ケン)

1965年生まれ。指揮者、作曲家。

東京大学准教授。著書に、『さよなら、

サイレント・ネイビー』など多数。

　
当
寺
の
報
恩
講
で
数
年
前
に
講
演
し
て

い
た
だ
い
た
、
伊
東
乾
先
生
の
最
新
作
。

博
学
・
多
才
な
著
者
が
、
真
宗
の
「
節
談

説
教
」
に
興
味
を
も
ち
、
こ
れ
ま
た
不
思

議
な
ご
縁
で
、
小
生
及
び
名
古
屋
教
区
の

仲
間
と
一
緒
に
、
親
鸞
聖
人
御
遠
忌
お
待

ち
受
け
法
要
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
経
緯

や
、
真
宗
寺
院
の
本
堂
が
、
伝
統
的
な
説

教
の
み
な
ら
ず
、
お
経
や
念
仏
に
と
っ
て

も
、
優
れ
た
「
音
楽
」
の
器
（
う
つ
わ
）
で
、

み
ご
と
な
ま
で
に
響
く
実
証
実
験
を
、
浄

信
寺
本
堂
で
試
み
た
経
緯
。

　
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
蓮
如
は
能
楽
な

ど
の
芸
能
を
活
用
し
た
布
教
に
意
欲
的

に
試
み
、
無
数
の
講
を
創
作
し
組
織
し

た
「
メ
デ
ィ
ア
王
」
で
あ
っ
た
、
親
鸞
は

話
が
面
白
く
音
楽
的
な
セ
ン
ス
も
抜
群

の
人
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
先
人
た

ち
が
、
経
験
と
知
識
で
、
民
衆
の
心
に
響

く
布
教
・
法
要
方
法
を
確
立
し
て
い
っ

た
経
緯
。

　
本
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
伊
東
先

生
の
「
笑
う
親
鸞
」
の
取
材
に
少
な
か
ら

ず
立
ち
会
っ
た
小
生
の
関
わ
り
を
含
め

て
、
筆
者
が
、
真
宗
・
親
鸞
に
新
し
い
視

点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
書
籍
で
あ
る
。

通称シギリヤ・レディと呼ばれる美女の壁画

              シギリヤ・ロック（スリランカ）

光り輝く島

「敬虔な仏教国・スリランカ」周遊の旅」

期間　２０１３年３月２５日（月）～４月１日（月）

代金　２５８,０００円　セントレア（名古屋）発着　

空港税・代行費・燃料サーチャージ別途

香港経由キャセイ航空利用　全行程食事付き　添乗員

仏教国スリランカ、紀元前３世紀インドのアショカ王

は、隣国の島国スリランカ（セイロン）に仏教を伝え

ました。インドでは仏教が廃れてしまったが、今なお

この国では、７０％以上が仏教徒。世界で最も古くか

ら、そして長く続いている敬虔な仏教国と言われてい

る。国民性は穏和で、信仰心に篤く、南国特有のゆっ

たりとした時間が流れています。スリランカの５つの

世界遺産を訪れます。ホテルも連泊で時間的には余裕

があります。

編
集
後
記

　
今
年
は
寺
報
を
お
送
り
す
る
の
が
、
例

年
よ
り
遅
れ
ま
し
た
。

　
三
月
中
旬
に
家
内
が
「
ク
モ
膜
下
出

血
」
で
意
識
不
明
で
救
急
救
命
病
院
に
搬

送
さ
れ
、
二
度
の
脳
の
手
術
で
、
危
機
的

状
況
を
奇
跡
的
に
乗
り
越
え
、
四
ケ
月
近

く
の
入
院
生
活
か
ら
七
月
中
旬
に
無
事
社

会
（
坊
守
）
復
帰
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
自
坊
へ
の
電
話
連
絡
な
ど
で

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん

色
々
な
想
い
の
四
ケ
月
で
し
た
（
住
職
）

問い合わせ先：(株)トラベル・サライ （大阪）

フリーダイヤル：０１２０－４０８－１２８（中村）

浄信寺　５６１－１７３６


